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「猪俣さん、うちで事務をしているＡさんいますよ
ね。一生懸命なのはわかりますが、どうも落ち着きが
なくて困っています。」
「といいますと？」
「電話応対ですが、話が終わるやいなや即座に受話
器を切るんですよ。それも“ガチャン！”と大きな音を
たてて。お客様に聞こえないかひやひやしますし、聞
いているこちらのほうもいや～な感じが残るんです
よ。」
ある製造会社の社長がため息まじりに話されまし
た。勤続年数35年ほどの大ベテランのＡさんは、愛社
精神も高く職場のムードメーカーにもなっている方で
す。それだけに、日常のささいな態度へのフィードバッ
クがしづらいのでしょう。
さて、あなただったら、Ａさんが受けとめやすい
フィードバックをするために何を意識されますか？
参考までに私が大切にしていることをお伝えします
と、「相手が目指している目標やビジョン」をお互いに
共有しているということです。これについてはコーチ
トゥエンティワンの桜井一紀社長が書かれたコラムが
非常にわかりやすいので、一部を紹介いたします。
（［Weekly Coach］Vol.383 「行動を変える伝え方」より）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
先日、夜の９時過ぎに帰宅したときのことです。大
通りから自宅へ向かう路地を曲がると、10ｍぐらい前
に、ショートパンツにロングブーツ、流行の真っ白な
ニットのハーフジャケット、ファッション雑誌そのま
まの若い女性が歩いていました。近くのアパートに住
んでいるのかなと思ったら、なんと自宅の玄関に入っ
ていくのです。一瞬目を疑いましたが、それはまさに
自分の娘でした。中学３年になる私の長女は、最近お
洒落に余念がありません。父親から見ると派手過ぎる
と思えるいでたちを、何とかしたいと思うのですが、変
に言うと余計に加速しそうなので、躊躇してしまいま
す。
少し考えて、こう言ってみました。「今のその格好っ
て何を目指しているの？」
すると、「可愛いから」「エビちゃんみたいに」など

と即座に答えが返ってきます。なるほど。彼女なりの
目標があるらしい。
「そうか、エビちゃんを狙っているのね。だったら
言ってもいいかな？」
「え、何？！」
そこで初めて「エビちゃんはそんなに、おへそを出
していないんじゃない？」と伝えると、娘は「う
そー？！」と言いながらも、素直におなかの出し方を
少し控えめに直し始めました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
そもそもコーチングでいうところのフィードバック
とは、「相手が目標に向かう軌道を修正するために、相
手の言動や行動に対して気づいたことを伝えること」
をいいます。
私は、この桜井さんのコラムをセッション中にクラ
イアントさんや研修で参考に話すことが多いのです
が、先日は営業マネジャーの方がしみじみと次のよう
に話された様子が印象的でした。
「そうか。ということは、部下が何を目標にしている
のか、それがわかっていないとどんなにフィードバッ
クをしても部下が感情的に受けとめるケースが多くな
りますね。あ、部下が何を目指しているのか、目標に
しているのか、何を大切にしているのか…、それを聞
いていなかったな。」
フィードバックは相手の｢今｣と「未来」をかける架
け橋だと、そのように私は捉えています。
あなたが描く「未来」（目標やビジョン）をあなたが

手に入れることを、実現することを私は信じている、
「今」と「未来」のギャップはこれだけあるけれども、
あなたにはそのギャップを埋めるだけの力があること
を私は信じている、あなたは今よりもよりよくなって
いく。そういう気持ちを込めてフィードバックをすれ
ば、必ずや相手はそのフィードバックを十分に活かし
てくれる、私はそう思っています。
とはいえ、具体的に伝えるとなると、そこはちょっ
とした工夫が必要です。次回は、私なりに心がけてい
る「フィードバックをする際の５つのステップ」をお
伝えしたいと思います。

～やる気を引き出す源泉を探る～
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